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秋の叙勲、危険業務従事者叙勲３

災害・事故等への備えを
自主防災組織活動のすすめ

４

地域福祉の推進をめざして
『敬老を祝う』

６

駐屯地の現状規模堅持を！８

除排雪作業にご協力を９

決算シリーズ②
介護保険特別会計 ラベンダーハイツ事業特別会計
公共下水道特別会計 簡易水道事業特別会計
病院事業会計 水道事業会計

10

カメラ見てあるき13

Post町民の声
簡単レシピ�

14

家庭教育シリーズ【２38】 西小学校長
人めぐり逢
ふぁみりーパズル

15

かみんどっとcom通信１6　

お知らせ18　

防災一口メモ�20

わが家のアイドル
かみふっこギャラリー 高田幼稚園

21

※裏表紙からはじまります

生涯学習だより まなびの輪
～食に関する文化講演会開催～

生涯学習情報 参加レンダー

図書館ふれんど通信

裏
表
紙
�
�

上富良野町広報誌　2006年12月号目次  

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

【占冠村】 幻想的な雪と氷の世界へ

アイスビレッジ（氷の街）
　トマムの冬でしか出会うことができない氷の
街、アイスビレッジ。アイスキャンドルの光が
波のようにさざめく広場を抜けると、そこには
神秘的なドーム型の氷の教会が。全てが氷でで
きた「アイスカフェ」、10頭のハスキー犬による
迫力ある犬ぞりなど、トマムの冬を楽しみませ
んか。
問合せ　占冠村観光協会��8010

【南富良野町】　年越しにいかがですか

「富良野高原そば」
　澄んだ空気と雄大な土地に育まれた北落合産
そば粉100％使用した「富良野高原そば」。独特な
歯ごたえとこしの強さ、そして豊かな風味をお
楽しみください。道の駅「南ふらの」と富良野特
産センターで販売しています。
問合せ　南富良野町農産物処理加工センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　��3012

【富良野市】　ランチ旗ラリー開催

「富良野オムカレー」
　11月20日�1月22日までの間、ランチ旗ラリー
を開催します。提供店７店舗を制覇した方には
景品を用意。このイベントをきっかけに富良野
オムカレーを食べてみませんか。
　※提供店７店舗の場所等は、下記連絡先まで
お問合せください。
問合せ　食のトライアングル（農・商・消）研究会
　　　　　松野�090-2695-0253

【中富良野町】　ウィンターシーズン到来

北星スキー場オープン
　夏のラベンダー畑が、冬は町の景色を一望で
きるスキー場に変身します。初心者から上級者、
スノーボーダーもファミリーもみんなで楽しめ
ます。ぜひお越しください。
◇オープン　12月23日（予定）
問合せ　中富良野町産業振興課��2123

【上富良野町】　おごそかな夜の演出

「第20回北の大文字」
　上富良野神社で採取した火を御神火リレーラ
ンナーが日の出公園の斜面に描いた「大」の文字
にカウントダウンと同時に点火。雪の中に赤く
浮かび上がり、幻想的なムードが広がります。
　新年の幕開けを祝う年越しイベントに、ぜひ
皆さんご来場ください。
◇と　き　12月31日(日)23時３０分～元旦未明
◇ところ　上富良野町日の出公園
問合せ　北の大文字実行委員会
　　　　（事務局：上富良野町商工会）��2191

�

今今月月号号のの

表表紙紙
2006.11.29

『雪降って…　　
　喜び駆け回る』

中央保育所
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叙
勲
受
章
者

叙
勲
受
章
者

お
知
ら
せ

　
　

お
知
ら
せ

瑞宝双光章
 
出 
澤 　

正 
規

     

さ
ん

い
で
さ
わ 

ま
さ
き

　
　
　

東
町
4
丁
目（　

歳
）

61

　永年にわたり防衛業
務に従事され、その職務
を果たし、功労を積み重
ねた功績により、瑞宝単
光章を受章されました。

　永年にわたり防衛業
務に従事され、その職務
を果たし、功労を積み重
ねた功績により、瑞宝双
光章を受章されました。

瑞宝双光章
 
藤 
田 　

清 
司

     

さ
ん

ふ
じ
た 

き
よ
し

　
　
　

東
町
1
丁
目（　

歳
）

61

　永年にわたり防衛業
務に従事され、その職務
を果たし、功労を積み重
ねた功績により、瑞宝双
光章を受章されました。

瑞宝単光章
 
成 
澤 　

清 
男

     

さ
ん

な
り
さ
わ 

き
よ
お

　
　
　

本
町
5
丁
目（　

歳
）

61

瑞宝単光章
 
坂 
口 　
   
勉  
さ
ん

さ
か
ぐ
ち 

つ
と
む

　
　
　

新
町
4
丁
目（　

歳
）

61

　永年にわたり防衛業
務に従事され、その職務
を果たし、功労を積み重
ねた功績により、瑞宝単
光章を受章されました。

　永年にわたり防衛業
務に従事され、その職務
を果たし、功労を積み重
ねた功績により、瑞宝単
光章を受章されました。

瑞宝単光章

宮　
  　

     

秋 
寛

み
や
ざ
き　

     

さ
ん

あ
き
ひ
ろ

　
　
　

基
線
北　

号（　

歳
）

２７

61

　永年にわたり防衛業
務に従事され、その職務
を果たし、功労を積み重
ねた功績により、瑞宝単
光章を受章されました。

瑞宝単光章
 
常 
見 　
   
彰  
さ
ん

つ
ね
み 

あ
き
ら

　
　
　

東
町
4
丁
目（　

歳
）

61

　永年にわたり防衛業
務に従事され、その職務
を果たし、功労を積み重
ねた功績により、瑞宝単
光章を受章されました。

瑞宝単光章
 
高 
橋 　
   
栄  
さ
ん

た
か
は
し 

さ
か
え

　
　
　

本
町
5
丁
目（　

歳
）

61
�
順
不
同
で
す�

瑞宝単光章
 
山 
本 　

政 
夫

     

さ
ん

や
ま
も
と 

ま
さ
お

　
　
　

富
町
2
丁
目（　

歳
）

６４

　上富良野消防団員として
永年にわたり地域住民への
火災予防思想の普及を図る
とともに消防団の発展に寄
与された功績により、瑞宝
単光章を受章されました。

瑞宝単光章
 
藤 
澤 　

弘 
司

     

さ
ん

ふ
じ
さ
わ 

ひ
ろ
し

　
　
　

錦
町
1
丁
目（　

歳
）

７６

秋
の
叙
勲

　永年にわたり消防業
務に従事され、その職務
を果たし、功労を積み重
ねた功績により、瑞宝単
光章を受章されました。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞宝単光章
 
桑 
田 　

由 
男

     

さ
ん

く
わ
た 

よ
し
お

　
　
　

本
町
4
丁
目（　

歳
）

６７

　永年にわたり消防業
務に従事され、その職務
を果たし、功労を積み重
ねた功績により、瑞宝単
光章を受章されました。



�

地
域
防
災
計
画
」
を
作
成
し
て
い
ま

す
。

　

※「
上
富
良
野
町
地
域
防
災
計
画
」

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
か
み
ふ

ら
の
平
成　

年
７
月
号
、
８
月
号
に

１７

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
ロ
や
武
力
攻
撃
等
に
対

し
て
は
、「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お

け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に

関
す
る
法
律
（
平
成　

年
法
律
）」
い

１５

わ
ゆ
る
「
国
民
保
護
法
」
に
基
づ
き
、

町
国
民
保
護
協
議
会
の
審
議
を
経

て
、
本
年　

月
末
に
「
上
富
良
野
町

１１

国
民
保
護
計
画
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

※「
上
富
良
野
町
国
民
保
護
計
画
」

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
報
か
み
ふ

ら
の
平
成　

年
８
月
号
に
掲
載
し
て

１８

い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�
各
住
民
会
単
位
で

　
　
　
　

ぜ
ひ
自
主
防
災
組
織
を�

◆
は
じ
め
に

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
私
た
ち

の
住
む
地
域
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
。
建
物
の
崩
壊
、
火
災
の
発
生
、

水
道
や
消
火
設
備
、
道
路
の
損
壊
、

続
出
す
る
負
傷
者
…
。

　

警
察
や
消
防
、
市
町
村
、
国
や
都

道
府
県
な
ど
の
防
災
関
係
機
関
が
総

力
を
あ
げ
て
応
急
対
策
を
行
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
各
地
で
同
時

に
多
数
の
被
害
が
発
生
し
、
防
災
関

係
機
関
の
活
動
が
分
散
す
る
た
め
十

分
な
対
処
が
で
き
な
い
こ
と
も
考
え

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
十
分
対
処
で
き
な
い
部
分

と
し
て
、
地
域
で
の
防
災
活
動
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
常
生
活
に
お
い
て

は
、
「
個
人
の
自
由
」
「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
権
利
」
「
わ
れ
関
せ
ず
」
の

風
潮
か
ら
、
住
民
会
や
町
内
会
な
ど

の
地
域
自
治
に
対
し
て
、
意
識
の
希

薄
化
が
進
ん
で
い
る
の
が
現
状
で

す
。

◆
身
の
回
り
の
災
害

　

私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
す
も
の
と

し
て
は
、
か
つ
て
は
自
然
災
害
と
火

災
く
ら
い
の
も
の
で
し
た
が
、
文
明

は
新
た
な
危
険
を
生
み
出
し
ま
し

た
。

　

度
々
報
道
さ
れ
る
車
両
、
鉄
道
、

航
空
機
等
交
通
事
故
災
害
、
国
際
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
爆
弾
や
化
学

薬
品
テ
ロ
、
更
に
は
侵
攻
な
ど
の
戦

闘
行
為
な
ど
で
す
。

 
災
害
・
事
故
等
へ
の
備
え
を

       
自
主
防
災
組
織
活
動
の
す
す
め

　

こ
れ
ら
の
事
故
を
含
め
た
災
害

は
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
、
被
災
に

至
る
時
間
と
範
囲
に
特
徴
が
あ
り
、

こ
の
概
要
を
表
に
一
覧
に
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
は
、
予
報
・
予
測
が
可
能

な
も
の
と
不
可
能
な
も
の
に
大
別
で

き
、
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
防
災

関
係
機
関
に
よ
っ
て
行
政
的
な
事
前

対
応
が
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

予
測
不
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
こ
に
置
か
れ
た
個
々
人
、
家
庭
、

住
民
が
臨
機
に
対
応
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　
　

月
7
日
に
佐
呂
間
町
で
発
生
し

１１
た
竜
巻
災
害
は
、
誰
も
が
予
想
も
し

な
い
中
で
、
わ
ず
か
数
分
間
で
9
名

の
死
亡
者
と
多
数
の
負
傷
者
、
家
屋

の
全
半
壊
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
場
合
に
は
、
結
果
と
し
て
避

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
し
た

が
、
災
害
の
中
に
は
対
応
次
第
で
生

死
を
分
け
る
も
の
が
少
な
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
町
と
し
て
の
災
害
対
策

「
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和　

年
法

３６

律
）」
に
は
、
各
市
町
村
地
域
の
防
災

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
義
務
付
け

て
お
り
、
昭
和　

年
前
後
に
全
国
市

３８

町
村
で
地
域
防
災
計
画
が
作
成
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
で
は
、
昭
和　

年
に
十
勝
岳
火

６１

山
噴
火
対
策
を
中
心
に
充
実
し
た
全

面
改
定
を
お
こ
な
い
、
更
に
平
成　
１７

年
3
月
に
は
現
行
の
「
上
富
良
野
町

防御範囲種別例時間

 予知、減災対策比較的広範囲地震

秒の世界
（～60秒）

 予知の可能性（ほぼ
 不能）局所的突風・竜巻・雷等

 不能局所的鉄道、航空機等事故

 不能（治安に効果）局所的爆弾テロ等

 予知、減災対策、避 
 難広範囲津波

分の世界
（～60分）

 予知の可能性（ほぼ
 不能）局所的突風・竜巻・雷等

 予知、減災対策、避 
 難広範囲火山噴火

 不能（探知の場合避 
 難）局所的ミサイル攻撃

 予知、減災対策、避 
 難比較的広範囲暴風・洪水

時間の世界
（～24時間）

 減災対策、避難比較的広範囲雪害

 予知、減災対策、避 
 難広範囲火山噴火

 察知による事前避難局所的着上陸侵攻

 予知、減災対策、避 
 難広範囲火山噴火

日の世界
（～365日）

 減災対策、避難比較的広範囲雪害

 予知、減災対策局所的病害虫

 予防、減災対策比較的広範囲ウイルス等感染症

 予報、減災対策広範囲冷害等異常気象

 減災対策、避難世界的気候変動

年の世界
（1年～）

 予防、減災対策世界的地球温暖化

 減災対策、避難局所的地殻変動

表　災害の種別例と性質

http://hp.town.kam
ifurano.hokkaido.jp
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◆
地
域
共
同
の
災
害
対
策

　

消
防
・
警
察
・
市
町
村
等
の
防
災

関
係
機
関
で
は
対
応
で
き
な
い
部
分

の
防
災
対
策
は
、
個
人
、
家
庭
、
地

域
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
、
共
同
の
取
り
組
み
を
基
本
に

し
て
、
組
織
的
、
計
画
的
に
行
う
方

法
が
「
自
主
防
災
組
織
」
で
す
。

　

ま
ず
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
、
災
害
に
直
面
し
た
場
合
に
は
、

防
災
関
係
機
関
に
期
待
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
機
関
は
、
全
力
で
災
害

対
策
に
当
り
ま
す
が
、
そ
の
対
策
が

行
き
届
く
ま
で
の
時
間
や
範
囲
は
、

そ
の
災
害
の
全
体
像
に
よ
っ
て
、
対

応
に
差
違
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

被
災
者
は
、
そ
の
場
所
、
そ
の
時

の
状
況
し
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

「
こ
れ
ほ
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
ら

す
ぐ
に
救
難
救
出
し
て
く
れ
る 
は ・ 
ず ・

 
だ 
」
と
思
っ
て
も
、
実
際
は
時
間
的

・に
連
続
し
て
広
範
囲
に
災
害
が
発
生

し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、「
優

先
順
に
よ
る
対
策
の
遅
れ
」
が
生
じ

る
こ
と
は
現
実
的
な
こ
と
で
す
。

　
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
こ

と
、
そ
し
て
地
域
共
同
で
「
地
域
は

地
域
で
守
る
」
た
め
の
自
主
防
災
組

織
活
動
に
は
重
要
な
役
割
が
出
て
き

ま
す
。

◆
自
主
防
災
組
織
の
現
状

　

昭
和　

年
３
月
防
災
計
画
で
は
、

６１

『
自
主
防
災
組
織
』
を
住
民
会
単
位

に
設
立
す
る
こ
と
を
『
地
域
防
災
の

柱
』
と
し
て
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

現
在　

の
住
民
会
の
う
ち　

住
民
会

２５

２３

に
自
主
防
災
組
織
が
あ
り
ま
す
が
、

活
動
は
停
滞
、
更
に
は
停
止
状
態
に

あ
る
の
が
実
態
で
す
。

　

こ
の
防
災
組
織
も
、
昭
和　

年
〜

６３

平
成
元
年
の
十
勝
岳
噴
火
の
際
に

は
、
住
民
会
あ
げ
て
の
避
難
訓
練
参

加
や
様
々
な
災
害
予
防
の
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、

『
防
災
活
動
＝
十
勝
岳
噴
火
対
策
』

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
し
て
し
ま

い
、
私
た
ち
は
、
本
当
の
意
味
で
の

『
地
域
防
災
活
動
』
を
忘
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

新『
上
富
良
野
町
地
域
防
災
計
画
』

で
も
、
引
き
続
き
自
主
防
災
組
織
を

重
要
な
役
割
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。

　

「
近
隣
で
住
宅
火
災
が
お
き
た
ら

…
」
「
地
震
で
家
具
の
下
敷
き
に

な
っ
た
ら
…
」
「
石
油
類
運
搬
車
が

交
通
事
故
で
炎
上
し
た
ら
…
」
「
屋

根
か
ら
の
落
雪
で
子
ど
も
が
埋
ま
っ

た
ら
…
」
私
た
ち
の
生
活
は
様
々
な

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
な
か
で
、
い
ま

一
度
地
域
で
で
き
る
こ
と
、
地
域
で

◆
取
り
組
み
の
す
す
め

　

具
体
的
に
は
、
平
常
時
は
防
災
訓

練
や
広
報
活
動
、
災
害
時
に
は
初
期

消
火
、
救
出
救
護
、
集
団
避
難
、
避

難
所
へ
の
給
水
給
食
な
ど
の
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

前
述
の
と
お
り
防
災
関
係
機
関
だ

け
で
は
、
充
分
な
対
応
が
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
、
住
民
が
一
致
協
力
し
、
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
む
こ
と
で
有
効
な
対

策
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

が
自
主
防
災
組
織
が
必
要
に
な
る
大

き
な
理
由
で
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
救
出

さ
れ
た
人
た
ち
の
６
割
が
、
近
所
の

な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
を
考
え
て

見
ま
せ
ん
か
。

方
々
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
と
い
う
報

告
が
あ
り
、
自
主
的
な
住
民
組
織
の

有
効
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
住
民

が
組
織
結
成
に
合
意
し
、
規
約
、
組

織
、
活
動
内
容
を
定
め
る
こ
と
で
成

立
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
住
民
会
単
位
で
結
成
す

る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

　

表
に
自
主
防
災
組
織
活
動
の
例
を

示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
内
の
一
つ
で
も
、
取
り
組
ん

で
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ぜ
ひ
住
民
会
内
で
、
具
体
的
な
活

動
に
つ
い
て
、
ご
検
討
を
お
願
い
し

ま
す
。

『
自
主
防
災
組
織
で

　
　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
！
』

  
自
主
防
災
組
織
活
動
や

  
組
織
結
成
に
関
し
て
は

  
消
防
署
又
は
総
務
課
に

  
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
■

・
上
川
南
部
消
防
事
務
組
合

　

北
消
防
署�
�
2
1
1
9

・
総
務
課
総
務
班

　
�
�
6
4
0
0

災害時の活動平常時の活動

 １．情報収集・伝達活動
　●被害情報・救援情報の収集と
　　伝達
　●防災関係機関との連絡

 ２．初期消火活動
　●消火器などによる消火活動

 ３．避難誘導活動
　●住民を避難所へ誘導
　●住民の安否確認

 ４．救出救護活動
　●負傷者の救出救護
　●医療機関ヘの連絡
　●介助が必要な人への手助け

 ５．給食給水活動
　●食料、飲料水の調達と炊出し
　●救援物資の受領、分配

　　　　　　　　　　　　　など

 １．災害に備えるための活動
　●防災資機材の整備
　●備蓄品の管理

 ２．災害による被害を防ぐための
　　活動
　●地域の危険箇所の把握
　●地域の避難路、避難場所の把
　　握
　●防災マップの作成

 ３．災害時の活動の習得
　●消火訓練
　●避難訓練
　●給食給水訓練

 ４．普及啓発活動・広報紙の発行
　●広報紙の発行
　●防災講演会の開催
　●火気器具の点検・整備の呼び
　　かけ

　　　　　　　　　　　　　など

自主防災組織活動の例
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月
１
日
栄
町
住
民
会
（
会
長

１０
足
立
�
）
敬
老
会
が
、
第　

回
お

１５

楽
し
み
食
事
会
に
併
せ
て
、
泉
栄

防
災
セ
ン
タ
ー
に　

名
が
参
加
し

８５

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

栄
町
住
民
会
で
は
、
地
域
福
祉

活
動
と
し
て
実
施
し
て
き
た
『
お

楽
し
み
食
事
会
』
に
、
敬
老
会
対

象
者
へ
の
お
祝
い
の
会
を
兼
ね
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
対
象
者
は　

名

７５

５８

で
、
内　

名
が
出
席
し
、
出
席
者

２９

を
代
表
し
安
部
サ
ツ
キ
さ
ん
（　
８７

歳
）
に
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
正
琴
の
演
奏
を
始
め
、
民

舞
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
、

女
性
部
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
余
興

で
、
手
拍
子
と
笑
い
を
誘
っ
て
い

ま
し
た
。

　
　

月
６
日
中
町
住
民
会
（
会
長

１０
山
崎
良
啓
）
敬
老
会
が
、
十
勝
岳

温
泉
郷
に　

名
が
参
加
し
開
催
さ

30

れ
ま
し
た
。

　

中
町
住
民
会
で
は
、
地
域
福
祉

活
動
と
し
て
実
施
し
て
い
る
『
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
と
併
せ
て
開
催

す
る
こ
と
で
、　

歳
以
上
の
方　

70

11

名
も
参
加
し
、
敬
老
会
対
象
者
へ

の
お
祝
い
の
会
を
兼
ね
て
実
施
し

ま
し
た
。

　
　

歳
以
上
の
対
象
者
は　

名
で

７５

50

内　

名
が
出
席
し
、
今
年
米
寿
を

19
迎
え
ら
れ
た
芝
田
サ
ツ
エ
さ
ん

（　

歳
）
が
代
表
し
て
記
念
品
を

８８
受
領
し
、
祝
杯
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

福
祉
推
進
員
と
福
祉
係
が
こ
の

日
の
た
め
に
用
意
し
た
、
自
作
自

演
の
寸
劇
と
相
撲
甚
句
に
、
涙
と

感
動
を
得
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
富
原
住
民
会
（
会
長

１０

２２

大
場
惣
蔵
）
敬
老
会
が
、
公
民
館

富
原
分
館
で　

名
が
参
加
し
開
催

４０

さ
れ
ま
し
た
。

　

富
原
住
民
会
で
は
、
午
前　

時
１１

か
ら
『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
』
を
実

施
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
に

よ
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
（
お
手

玉
入
れ
・
背
文
字
伝
言
）
で
体
を

ほ
ぐ
し
、
引
き
続
き
敬
老
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

敬
老
会
の
対
象
者
は　

歳
以
上

７０

で
、　

名
の
内　

名
が
出
席
し
、

４７

１７

住
民
会
役
員
の
女
性
の
方
が
、
手

作
り
の
五
目
御
飯
や
オ
ー
ド
ブ
ル

な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
昼
食
を
食

べ
な
が
ら
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
歌
謡
会

に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
に
、
手
拍
子

と
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
福
祉
の

地
域
福
祉
の

推
進
を
め
ざ
し
て

推
進
を
め
ざ
し
て

『『
敬
老
を

敬
老
を祝

う

　
　
　

祝
う
』』

　

今
年
度
も　

住
民
会
で

２５

敬
老
を
祝
う
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

敬
老
会
は
、
平
成　

年
度
か
ら
各
住
民
会
単
位
で

１５

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

地
域
開
催
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り

住
民
会
長
、
福
祉
推
進
員
を
中
心
に

特
色
あ
る
「
活
動
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
会
で
は
、
敬
老
会
の
対
象
者
や
内
容
も
様
々
に

開
催
時
期
も
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

９
月
の
敬
老
週
間
か
ら
年
度
末
に
か
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は　

〜　

月
に
開
催
さ
れ
た

１０

１１

７
住
民
会
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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上
富
良
野
町
の
高
齢
者

（　

歳
以
上
）
は
、　

月
現

６５

１１

在
、
２
千　

名
で
、
本
町
に

８０２

お
い
て
も
確
実
に
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
住
民
会
を
始

め
と
す
る
「
地
域
で
の
支
え

合
い
」
が
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
福
祉
の
推
進
に
、
大
変
重

要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

敬
老
会
も
各
住
民
会
で
開

催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
参
加
者
数
も
増
え
て
お

り
、
地
域
の
支
え
合
い
の
一

環
と
し
て
、
意
義
の
あ
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
み
ん
な
が
支
え
合

う
活
動
は
、
高
齢
者
へ
の
対

応
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
へ
と
発
展
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
住
民

会
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん

の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

月
５
日
、
第　

回
泉
町
住
民
会

１１

１３

（
会
長
米
沢
義
英
）
ふ
れ
あ
い
広

場
が
、
泉
栄
防
災
セ
ン
タ
ー
に　

名
９０

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

泉
町
住
民
会
で
は
、
地
域
福
祉
活

動
と
し
て
実
施
し
て
き
た
『
ふ
れ
あ

い
広
場
』
に
、
敬
老
会
対
象
者
へ
の

お
祝
い
の
会
を
兼
ね
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
対
象
者
は　

名
で
、

７５

８１

内　

名
が
出
席
し
、
地
域
の
子
ど
も

３５
た
ち
か
ら
記
念
品
と
折
鶴
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
リ
コ
ー

ダ
ー
演
奏
を
始
め
、
演
舞
、
民
舞
な

ど
地
域
住
民
の
得
意
な
余
興
で
、
手

拍
子
と
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

　
　

月　

日
、
江
幌
住
民
会
（
会

１１

１８

長
平
吹
政
義
）
及
び
静
修
住
民
会

（
会
長
菅
原
富
夫
）
の
合
同
敬
老

会
が
、
公
民
館
江
幌
分
館
に　

名
２５

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
会
で
は
、
地
区
開
催
と

な
っ
て
か
ら
は
、
江
幌
小
学
校
学

芸
会
と
同
日
開
催
と
し
、
学
芸
会

観
賞
後
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

敬
老
会
の
対
象
者
は　

歳
以
上

７０

で
、　

名
の
内　

名
が
出
席
し
、

２５

１１

両
住
民
会
の
役
員
と
懇
談
し
な
が

ら
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

筝
曲
「
ま
さ
ひ
ろ
会
」
か
ら
５

名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、

「
涙
そ
う
そ
う
」
他
５
曲
を
琴
の

音
色
を
響
か
せ
、
「
青
い
山
脈
」

を
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
日
の
出
住
民
会

１１

１９

（
会
長
岡
和
田
淳
）
の
敬
老
会

が
、
日
東
会
館
で　

名
が
出
席
し

４５

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
会
で
は
、
敬
老
会
の
対
象

を　

歳
以
上
と
し
、　

名
の
内　

７５

６０

２２

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
は
農
作
業
も
一
区
切

り
す
る
た
め
、
住
民
会
役
員
と
食

事
を
用
意
す
る
女
性
の
方
々
が
早

朝
か
ら
集
ま
り
、
赤
飯
や
オ
ー
ド

ブ
ル
を
手
作
り
し
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
方
は
、
「
お
い
し
い

ね
、
食
べ
や
す
い
ね
」
と
昼
食
を

食
べ
な
が
ら
、
笑
顔
で
お
互
い
の

近
況
や
健
康
に
つ
い
て
語
り
合
い

ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
日
新
住
民
会
（
会

１１

26

長
白
井
久
司
）
の
敬
老
会
が
、
公

民
館
日
新
分
館
で　

名
が
参
加
し

２５

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
会
で
は
、
敬
老
会
の
対
象

を
年
金
を
受
給
す
る　

歳
以
上
と

６５

し
、　

名
の
内　

名
が
出
席
し
ま

１３

１２

し
た
。

　

懇
談
と
昼
食
を
い
た
だ
い
た

後
、
住
民
会
役
員
が
用
意
し
た
豪

華
景
品
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
が
実

施
さ
れ
、
持
っ
て
い
る
カ
ー
ド
の

中
の
数
字
が
発
表
さ
れ
る
た
び

に
、
笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

○
各
住
民
会
の
敬
老
会
開
催
及
び

地
域
福
祉
に
関
わ
る
こ
と
は
、

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
�
�
6
9
8
7
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駐
屯
地
の
現
状
規
模
堅
持
を
！

衛
自隊

▼
戦
車
と
火
砲
の
大
幅
削
減
計
画

　

国
の
『
防
衛
計
画
の
大
綱
』
の
中

で
、
上
富
良
野
駐
屯
地
の
主
要
部
隊

で
あ
る
戦
車
と
主
要
特
科
装
備
の
火

砲
の
大
幅
な
削
減
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

▼
現
状
規
模
の
堅
持
に
向
け
て

　

富
良
野
地
方
の
６
市
町
村
（
上
富

良
野
町
・
美
瑛
町
・
中
富
良
野
町
・

富
良
野
市
・
南
富
良
野
町
・
占
冠
村
）

で
構
成
す
る
富
良
野
地
方
自
衛
隊
協

力
会
で
は
、　

月　

日（
月
）に
上
富

１１

１３

良
野
町
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、『
上
富
良
野
駐
屯
地
の
現
状
規

模
堅
持
の
総
決
起
大
会
』
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

総
決
起
大
会
に
は
、
富
良
野
地
方

の
地
域
住
民
ら
約　

名
が
参
加
し
、

8００

上
富
良
野
駐
屯
地
の
現
状
規
模
堅
持

に
係
る
決
議
が
参
加
者
全
員
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
に
よ
る
現

状
の
存
続
に
向
け
た
運
動
も
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
富
良
野
地
方
自
衛
隊
協
力

会
で
は
、　

月
に
役
員
に
よ
る
要
望

１０

運
動
を
展
開
し
、
地
元
の
上
富
良
野

駐
屯
地
を
は
じ
め
、
第
２
師
団
、
北

部
方
面
総
監
部
に
要
望
書
を
提
出
し

て
い
ま
す
。

▼
町
を
大
き
く
支
え
る
駐
屯
地

　

昭
和　

年
に
陸
上
自
衛
隊
の
駐
屯

30

地
が
上
富
良
野
町
に
移
駐
し
て
か

ら
、
現
在
で
は
約
2
千
名
の
隊
員
と

そ
の
家
族
を
含
め
、
町
の
人
口
の
約

　

を
占
め
て
お
り
、
納
税
に
よ
る
町

1/3の
収
入
や
購
買
力
に
よ
り
、
町
の
経

済
を
大
き
く
支
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
派
遣
や
地
域
行
事
参
加
な
ど

共
に
共
存
共
栄
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
き
た
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

国
の
大
幅
な
削
減
計
画
に
よ
る
強
い
危
機
感
が

　
　

月　

日
に
は
、
防
衛
庁
に
上
京

１０

３１

し
、
上
富
良
野
駐
屯
地
の
現
状
規
模

の
堅
持
の
要
望
書
提
出
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

防
衛
庁
で
は
、
来
年
か
ら
『
防
衛

計
画
の
大
綱
』
の
見
直
し
に
入
り
、

平
成　

年
か
ら
の
中
期
防
衛
計
画
に

２２

具
体
的
な
削
減
が
示
さ
れ
ま
す
。

　

上
富
良
野
町
と
富
良
野
地
方
自
衛

隊
協
力
会
で
は
、
今
後
も
様
々
な
機

会
を
捉
え
、『
上
富
良
野
駐
屯
地
の

現
状
規
模
の
堅
持
』
を
求
め
る
運
動

を
行
な
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
町
民

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
富
良
野
地
方
自
衛
隊
協
力
会

■
企
画
財
政
課 
基
地
調
整
室

　
�
�
6
9
8
0

　

こ
れ
が
現
実
化
す
る
と
、
隊
員
の

減
少
に
よ
り
、
地
域
経
済
な
ど
ま
ち

づ
く
り
の
根
底
が
大
き
く
崩
れ
、
住

民
の
不
安
と
不
信
が
高
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

▼
崩
れ
る
自
衛
隊
と
の
調
和

　

こ
の
地
域
で
は
、
演
習
場
と
弾
薬

庫
を
抱
え
、
年
間　

万
人
の
自
衛
隊

３０

演
習
に
よ
り
、
戦
車
な
ど
の
振
動
や

砲
撃
に
よ
る
騒
音
に
よ
っ
て
、
地
域

住
民
の
生
活
へ
の
影
響
が
あ
り
ま
す

が
、
国
防
に
対
す
る
住
民
の
深
い
理

解
の
も
と
、
地
域
と
調
和
が
図
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
駐
屯
地
の
大
幅
な
削
減

が
さ
れ
る
と
地
域
に
は
不
安
が
広
が

り
、
演
習
に
よ
る
障
害
が
残
る
結
果

と
な
り
、
地
域
づ
く
り
の
バ
ラ
ン
ス

が
大
き
く
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

上富良野駐屯地の現状規模堅持総決起大会
富良野地方自衛隊協力会（11月13日開催）

自衛隊による災害派遣訓練自衛隊による災害派遣訓練

防衛庁への要望書提出防衛庁への要望書提出
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町内の除排雪作業は、皆様にご協力をいただいて実施しています。
事故を防ぎ、作業を円滑に行うためには、一人ひとりがマナーを守り、
地域で協力し合うことが望まれています。
次のとおり皆様のご理解とご協力をお願いします。

除除排排雪雪作作業業ににごご協協力力をを

■除排雪作業にご協力を!
近年、除雪機械の普及から敷地内の雪を道路わきや交差点に積み上げられるケースが増えています。
交通安全上からも見通しがきかないなど大変危険な状況になります。
道路に雪を出さないようお願いします。

□路上駐車を絶対にしないでください
　たった１台の路上駐車で除排雪作業が大幅にダウンします。
　場所によっては除排雪作業ができずにやむなく引き返すことに
　なります。また、吹雪の時には事故のおそれがあり危険です。

□道路に雪を出さないでください
　道路に雪を出すことは、交通の妨げや事故の原因となります。
　敷地内の雪は、敷地内での処理をお願いします。

□出入り口の除雪は各ご家庭でお願いしています
　玄関先や車庫前の雪の始末は、各ご家庭で行っていただいています。
　ご迷惑をお掛けしますが、皆様のご協力をお願いします。

□十分注意して事故の防止にご協力ください
　除雪車は作業中、前進・後退を繰り返すことがあります。除雪車との安全距離を保ち、運転手の死角内に近づかないよ
　うお願いします。また、子どもが除雪車の近くにいるのを見かけた場合、注意をお願いします。
　除排雪作業後すぐは滑りやすいですので、歩行者・運転手の方はケガや事故のないよう注意しましょう。

▼町の除雪計画
（除雪路線）
①町道実延長　412.0km
②除雪（直営）路線　110.0km、③除雪（委託）路線　138.8km
④歩道除雪路線　25.1km
（除雪作業）
①作業時間帯
・バス路線については通行時前に開通させることとする。
　豪雪、吹雪等の場合は、バス運行管理者と協議し実施する。
②除雪出動
・第１種路線（バス路線、公共施設に通じる路線）については、
　昼間１２cm以上の降雪があった場合。
・交通確保には極力努め、最低１車線は確保するとともに、
　適宜待避所を設ける。
・豪雪、吹雪等でもできる限り路線を確保するが、作業困難
　の場合は中止する。

※今年度から除雪出動基準が、10cm以上から12cm以上に変わ
　りました。皆様のご理解ご協力をお願いします。
※除雪路線、委託業者など詳細は、町政情報提供コーナーで
　ご確認できますので、お知らせします。

●問合せ先　建設水道課道路河川班��6981

オート
キャンプ場

日の出
スキー場

上小

神社 上中

役場

上高

陸上自衛隊
上富良野駐屯地

社教
ｾﾝﾀｰ

雪
捨
て
場

東
4
線

東
3
線

道
々
吹
上
上
富
良
野
線

道々上富良野旭中富良野線

道
々
上
富
良
野
停
車
場
線

＜雪捨て場利用上のお願い＞
・ごみや異物等混入した雪は、捨てないでください。
・出入り口付近に捨てると、次に利用する車両が出入り
　できなくなりますので、奥側から順に捨ててください。

町の雪捨て場所ですので、
皆さん、ご利用ください



�

介
護
保
険
特
別
会
計

　

平
成　

年
か
ら
始
ま
っ
た
介
護

１２

保
険
制
度
は
、
５
年
ご
と
に
行
わ
れ

る
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
本
年
度

は
、
上
富
良
野
町
第
３
期
（
平
成　
１８

〜　

年
度
）
介
護
保
険
事
業
計
画
・

２０
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定
の
年

に
あ
た
り
、
２
０
２
５
年
を
ピ
ー
ク

と
す
る
高
齢
化
社
会
に
向
け
、
介
護

予
防
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
制
度
本
来
の
理
念
で
あ
る

自
立
支
援
を
実
現
す
る
た
め
、
介
護

保
険
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
平
成　

年
か
ら
保
健
・

１４

福
祉
の
連
携
を
密
に
介
護
予
防
事

業
に
取
り
組
み
、
高
齢
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
在
宅
福
祉

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業
の
状
況
は
、
被
保

険
者
数
は
年
々
増
加
し
、
平
成　

年
１７

度
末
（　

年
３
月
末
）
の
被
保
険
者

１８

数
は
、
２
千　

人
（
前
年
度
対
比　

７７２

３５

人
増
）、
う
ち　

歳
か
ら　

歳
ま
で

６５

７４

の
前
期
高
齢
者
数
は
、
１
千　

人
、

５３３

　

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
数
は
、
１

７５千　

人
で
、
高
齢
化
率　

・
３
％
（
同

２３９

２２

　

ポ
イ
ン
ト
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

０.６

　

要
介
護
認
定
者
数
は
、
平
成　

年
１７

度
末
（　

年
３
月
末
）　

人
（
同
４

１８

４０４

人
減
）
で
、
前
年
を
下
回
り
推
移
し

て
い
ま
す
。

　

要
介
護
度
別
の
構
成
割
合
で
は
、

要
支
援
〜
要
介
護
２
の
割
合
は　

・
５９

２
％
（
同　

ポ
イ
ン
ト
減
）、
要
介
護

０．４

３
〜
要
介
護
５
の
割
合
は　

・
８
％

４０

（
同　

ポ
イ
ン
ト
増
）
で
、
重
度
者

０．４

の
割
合
が
伸
び
て
い
ま
す
。

　

保
険
給
付
費
は
、
５
億
６
千　

万
２２2

円
（
同　

万
円
増
）
と
伸
び
て
い
ま

６16

す
。
内
訳
と
し
て
は
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
費
が
２
億
３
千　

万
円
（
同
１
千

934

　

万
円
増
）、
主
に
訪
問
入
浴
、
訪
問

５８看
護
、
通
所
介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

等
、
在
宅
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
が
伸
び
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
収
支
に
つ
い
て
は
、
介
護

保
険
法
の
一
部
改
正
等
に
伴
う
介

護
報
酬
単
価
の
引
き
下
げ
と
、
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
に
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
の
開

設
に
伴
な
い
、
利
用
対
象
者
の
送
迎

負
担
の
軽
減
等
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

観
点
か
ら
、
地
区
割
に
よ
る
移
行
を

実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
数
の
減
少
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
収
入
が
減
収
に
な
っ
た

も
の
の
、
経
常
経
費
削
減
等
の
努
力

に
よ
り
収
支
に
つ
い
て
は
、
黒
字
で

決
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
は
、
介
護
保

険
の
制
度
改
正
を
踏
ま
え
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
老
人
福

祉
施
設
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
在

宅
福
祉
施
設
と
し
て
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
健
康
管
理
と

生
き
が
い
の
あ
る
日
常
生
活
が
送

ら
れ
る
よ
う
施
設
運
営
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

施
設
に
つ
い
て
は
、
建
設
以
来　
２２

年
を
経
過
し
老
朽
化
し
て
き
て
お

り
、
計
画
的
に
施
設
の
整
備
を
図
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
１６

度
に
創
設
し
ま
し
た
施
設
整
備
基

金
に
本
年
度
も
２
千
万
円
の
積
立

て
を
行
い
、
計
画
に
沿
っ
て
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
方

の
ご
好
意
に
よ
り
、
高
額
な
寄
付
金

に
よ
り
ま
し
て
介
護
室
、
面
会
ス

ペ
ー
ス
、
東
屋
の
新
設
を
行
い
、
併

せ
て
施
設
整
備
基
金
か
ら
の
繰
入

れ
に
よ
り
施
設
備
品
の
新
た
な
購

入
及
び
更
新
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

施
設
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

成　

年　

月
か
ら
食
費
・
居
住
費
が

１７

１０

保
険
給
付
外
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

低
所
得
者
へ
の
配
慮
と
し
て
新
た

に
創
設
さ
れ
た
特
定
入
所
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
は
、　

万
円
で
、
こ
れ

９６８

を
含
む
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
は
３
億

２
千　

千
円（
同　

万
円
減
）と
な
っ

２88

４４２

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
支

給
限
度
基
準
額
で
サ
ー
ビ
ス
が
不

足
す
る
利
用
者
に
対
し
、
町
独
自
施

策
と
し
て
、
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
と

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
特
別
給
付

（
上
乗
せ
サ
ー
ビ
ス
）
を
実
施
し
、

　

万
円
（
同　

万
円
減
）
と
な
っ
て

４０

１５

い
ま
す
。

　

■　ラベンダーハイツ事業特別会計
前年対比金　額項　目
494万円3億1,263万円歳　入決

算
額

1,173万円2億9,096万円歳　出
▲679万円 2,167万円差引額
前年対比延べ人数項　目
364人18,021人施設(定員50名)利

用
状
況

▲148人2,657人短期入所生活介護(定員10名)
▲2,139人3,765人通所介護(定員20名)
24人618人居宅介護支援

■　介護保険特別会計
前年対比金　額項　目
2,120万円6億3,763万円歳　入決

算
額

2,118万円6億1,518万円歳　出
2万円 2,245万円差引額

前年対比人数・金額項　目
▲3人 1,533人前期高齢者数(65～74歳)

被保険
者状況

38人1,239人後期高齢者数(75歳以上)
35人2,772人合　計
▲4人239人要支援～要介護2要

介
護
認
定
者
数

受
給
状
況

±0人165人要介護3～要介護5

▲4人404人合　計
1,058万円2億3,934万円在宅サービス費保

険
給
付
費

▲442万円3億2,288万円施設サービス費
616万円5億6,222万円合　計

決
算
シ
リ
ー
ズ

決
算
シ
リ
ー
ズ��

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
事
業
特
別
会
計

決
算
シ
リ
ー
ズ

決
算
シ
リ
ー
ズ��

介
護
保
険
特
別
会
計
の
決
算
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

介
護
保
険
特
別
会
計
の
決
算
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班��
��
6
9
8
7

6
9
8
7

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
事
業
特
別
会
計
の

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
事
業
特
別
会
計
の

決
算
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ

決
算
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ��
��
2
3
0

2
3
0
00
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公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

と
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
昭
和　

年
度
か
ら

５７

事
業
に
着
手
し
計
画
的
に
進
め
て

き
た
管
渠
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
度
に
北
町
地
区
が
整
備
さ
れ

１６た
こ
と
に
よ
り
ほ
ぼ
完
了
し
、
平
成

　

年
度
は
大
町
地
区
、
光
町
地
区
の

１７一
部
未
整
備
地
区
に
つ
い
て
管
渠

整
備
（
Ｌ
＝　

ｍ
、
事
業
費
１
千　

３１９

３３

万
円
）
を
行
い
ま
し
た
。
平
成　

年
１７

度
末
で
の
整
備
率
は　

・
６
％
、
普

８７

及
率
は　

・
５
％
に
達
し
た
と
こ
ろ

７５

で
す
。

　

下
水
道
施
設
の
要
で
あ
る
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
か
ら
維
持
管
理
業
務

１４

の
包
括
的
外
部
委
託
を
行
い
、
委
託

費
を
検
証
し
な
が
ら
経
費
の
抑
制
、

効
率
的
な
執
行
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
使
用
料

水
準
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
平
成

　

年
４
月
に
資
本
費
の　

％
の
回

１７

３０

収
を
見
込
ん
だ
料
金
改
定
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
、

有
収
水
量
１�
あ
た
り
の
使
用
料

収
入
は　

・
１
円
（
前
年
対
比　

・

１５４

１４

８
％
増
）
と
な
り
、
近
年
の
節
水
意

識
の
高
ま
り
等
に
よ
り
使
用
料
収

入
が
や
や
伸
び
悩
ん
だ
も
の
の
、
維

持
管
理
経
費
の
縮
減
に
努
め
た
こ

と
も
あ
り
資
本
費
回
収
率
は　

・
１

３３

％
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
有
収
水
量
１�

あ
た
り
の
使
用
料
収
入　

・
１
円
に

１５４

対
し
、
有
収
水
量
１�
あ
た
り
の
汚

水
処
理
費
は　

・
３
円
（
前
年
対
比

２７６

　

％
減
）
で
、
汚
水
処
理
費
回
収
率

１．９は　

・
８
％
と
経
営
状
況
は
依
然
と

５５
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。　

　

汚
水
処
理
費
を
全
て
使
用
料
で

賄
う
こ
と
は
現
時
点
で
は
困
難
で

あ
り
、
町
か
ら
繰
入
し
て
い
ま
す

が
、
独
立
採
算
制
の
原
則
に
基
づ

き
、
経
費
の
抑
制
は
も
と
よ
り
、
健

全
な
運
営
財
源
確
保
の
た
め
、
水
洗

化
率
（
平
成　

年
度
末
現
在　

・
７

１７

８２

％
）
を　

％
に
近
づ
け
、
施
設
の
利

１００

用
率
を
高
め
る
企
業
努
力
を
続
け

る
と
共
に
、
資
本
費
平
準
化
債
（
下

記
参
照
）の
財
政
措
置
も
繰
り
込
み
、

快
適
な
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
資
す

る
広
範
に
わ
た
る
下
水
道
事
業
の

受
益
に
見
合
っ
た
応
分
な
負
担
と
、

更
な
る
事
業
効
率
化
な
ど
に
よ
り

経
営
の
健
全
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、
昭
和　

年
東

５３

中
地
区
に
給
水
を
開
始
し
、
昭
和　
６３

年
度
里
仁
地
区
（
平
成
９
年
度
西
部

地
区
と
改
称
）、
平
成　

年
度
江
花

１２

地
区
と
給
水
区
域
の
拡
大
を
実
施

し
、
安
全
で
良
質
な
水
道
水
の
安
定

供
給
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
工
事
と
し
て
は
、
里

１７

仁
浄
水
場
ろ
過
施
設
整
備
を
実
施

し
、
良
質
な
水
道
水
の
供
給
を
進
め

ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
の
使
用
状
況
は
、
左
下

の
表
の
と
お
り
で
す
が
、
給
水
戸
数

　

戸
（
対
前
年
同
）、
有
収
水
量　

千

３４８

９７

　
�
　
（
同
５
千　
�
増
）
で
あ
り
、

８４７

４６０

　

年
度
配
水
管
布
設（
深
山
峠
区
域
）

１５に
伴
い
使
用
水
量
は
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

歳
入
総
額
は
、
町
か
ら
の
繰
入
金

を
含
め
６
千　

万
円
（
前
年
度
対
比

７５１

１
億
６
千　

万
円
減
）、
歳
出
総
額

７３０

は
６
千　

万
円
（
同
１
億
６
千　

万

４８６

８６１

円
減
）
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額　

万
２６５

円
（
同　

万
円
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

１３１

■　公共下水道事業特別会計
前年対比金　額項　目
▲4,279万円3億5,946万円歳　入決

算
額

▲4,217万円3億5,681万円歳　出
▲62万円 265万円差引額

※経費縮減と管渠整備事業の縮小に伴なう国
　庫補助金等の減により、対前年比決算額は
　減額になっています。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

■　簡易水道事業特別会計
前年対比金　額項　目
▲1億6,730万円6,751万円歳　入決

算
額

▲1億6,861万円6,486万円歳　出
131万円 265万円差引額

※施設整備事業の縮小に伴なう国庫補助金等
　の減により、対前年比決算額は大幅な減額
　になっています。

平成１7年度平成１6年度平成１５年度
区　分 有収水量

(�)
給水戸数
(戸)

有収水量
(�)

給水戸数
(戸)

有収水量
(�)

給水戸数
(戸)

48,45120549,04920749,226215東中地区

38,45610132,6249933,828102西部地区

10,9404210,7144210,93542江花地区

97,84734892,38734893,989359計

資本費平準化債とは?
　下水道事業は、多額の先行投資を伴
なう事業であるため、開始当初におい
て、処理原価が極端に高くなります。
これを全て現在の使用者の負担にする
ことは、現在と将来の使用者との間に
不均衡が生じることになります。
　このため、供用開始当初の資本費負
担を地方債により、将来に繰り延べて
償還していくことで、適正に将来の使
用者にも負担していただく制度です。

決
算
シ
リ
ー
ズ

決
算
シ
リ
ー
ズ��

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
の
決
算
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
建
設
水
道
課
上
下
水
道
班

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
の
決
算
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
建
設
水
道
課
上
下
水
道
班��
��
6
9
8
2

6
9
8
2
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病
院
事
業
会
計

　

経
済
性
優
先
、
医
療
費
抑
制
策

が
進
む
中
、
病
院
の
経
営
は
ま
す

ま
す
厳
し
い
環
境
下
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
自
治
体
病
院
決

１６

算
統
計
か
ら
も
、
経
常
損
失
が
生

じ
た
事
業
者
数
が　

・
２
％
で
前

６６

年
度
に
比
べ
て　

％
増
加
し
、
病

５．４

院
事
業
全
体
で
は
、
経
常
損
益
の

赤
字
額
が
１
千　

億
円
と
、
一
段

３１７

と
厳
し
い
経
営
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
患
者

数
の
減
少
と
診
療
報
酬
が
実
質　
１．０

％
引
き
下
げ
ら
れ
た
た
め
で
す
。

　

当
院
の
平
成　

年
度
の
決
算
状

１７

況
に
つ
い
て
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。

　

収
入
で
は
、
患
者
数
の
減
少
に

よ
る
診
療
収
益
の
減
、
昨
年　

月
１０

に
改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
の
診
療

報
酬
の
減
及
び
食
事
・
居
住
費
負

担
増
に
よ
る
入
所
者
の
減
少
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

支
出
で
は
、
給
与
費
、
材
料
費

は
減
少
し
ま
し
た
が
、
経
費
で

は
、
燃
料
単
価
の
高
騰
な
ど
が
あ

り
、
経
費
節
約
に
努
め
た
も
の
の

支
出
全
体
で
は
微
減
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
収
入
・
支
出
と
も

に
減
少
し
た
も
の
の
、
収
入
の
減

水
道
事
業
会
計

　

水
道
事
業
は
町
民
の
日
常
に
直

結
し
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
と
し
て
使
用
開
始
以
来　

年
を

３２

経
過
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
決
算
状
況
に
つ

１７

い
て
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

現
在
、
市
街
地
及
び
周
辺
地
域

で
ほ
ぼ　

%
に
近
い
普
及
率
に

１００

な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
節
水

意
識
の
高
ま
り
等
で
、
使
用
料
は

微
減
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
独
立
採
算
制
の
原
則
に

基
づ
き
、
健
全
な
公
営
企
業
と
し

て
の
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

老
朽
管
の
更
新
及
び
漏
水
防
止
等

の
維
持
管
理
に
万
全
を
期
し
、
安

全
で
安
心
で
き
る
生
活
を
支
え
る

良
質
な
水
道
水
の
安
定
供
給
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

収
が
大
き
く
上
回
り
、
純
損
失
と

な
り
ま
し
た
。

　

入
院
で
は
、
一
般
病
床
の
看
護

基
準
を　

対
1
か
ら
３
対
１
に

3．5

し
、
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準
を

見
直
し
収
益
の
増
を
図
り
ま
し
た

が
、
一
般
病
床
の
入
院
患
者
数
の

減
少
と
、
今
ま
で
順
調
に
伸
び
て

き
た
介
護
病
床
の
短
期
入
所
者
数

が
減
少
し
た
た
め
、
患
者
数
及
び

金
額
と
も
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

外
来
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
等

で
泌
尿
器
科
の
診
療
を
求
め
る
患

者
が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
地

域
セ
ン
タ
ー
病
院
で
あ
る
富
良
野

協
会
病
院
に
医
師
の
派
遣
を
要
請

し
、
病
病
連
携
に
よ
り
平
成　

年
１７

■　病院事業会計
前年対比金　額項　目
▲4,497万円7億3,602万円収　入収

益
的決

算
額

▲961万円8億1,247万円支　出
3,536万円▲ 7,645万円差引額
1,036万円1億　185万円収　入資

本
的

1,149万円1億　185万円支　出
▲113万円0万円差引額
前年対比人　数項　目
▲1,382人 11,550人医　療

入
院

患
者
数
の
状
況

▲783人 8,731人介　護
▲2,165人 20,281人計
▲1,561人 36,430人医　療

外
来

▲253人 149人介　護
▲1,814人 36,579人計

■　水道事業会計
前年対比金　額項　目
▲337万円1億7,266万円収　入収

益
的決

算
額

▲78万円1億5,897万円支　出
▲259万円 1,369万円差引額
▲67万円0万円収　入資

本
的

▲539万円5,740万円支　出
▲472万円▲5,740万円差引額

※資本的支出は、過年度分損益勘定留保
　資金で補てんしています。

決
算
シ
リ
ー
ズ

決
算
シ
リ
ー
ズ��

　

月
か
ら
隔
週
で
開
設
（
午
後
か
ら

１０の
半
日
）
し
ま
し
た
。
実
績
は
６
か

月
で
延
べ　

日
、
患
者
数　

人
、　

１３

６３０

５９８

万
円
の
収
益
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
薬
の
長
期
投
与
に
よ
る

再
診
回
数
の
減
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、
依
然
と
し
て
患
者
数
の
減
少
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

院
内
体
制
と
し
て
は
、
患
者
に
対

し
て
あ
ん
ぜ
ん
な
医
療
を
提
供
す
る

た
め
、
「
医
療
事
故
防
止
対
策
委
員

会
」
を
中
心
に
、
組
織
全
体
で
事
故

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
２
年
続
け
て
の
赤
字
と

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
『
健
全
な
病

院
経
営
』
を
最
重
要
課
題
と
し
て
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

病
院
事
業
会
計
の
決
算
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
町
立
病
院

病
院
事
業
会
計
の
決
算
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
町
立
病
院��
��
3
1
7
1

3
1
7
1
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里
仁
住
民
会
（
会
長
伊
藤
政
美
）
は
、
明

治　

年
入
植
後
百
年
を
迎
え
、
記
念
碑
除
幕

３９
式
及
び
祝
賀
会
を
、
地
域
住
民
及
び
来
賓　
110

名
が
出
席
し
、
先
人
の
偉
業
に
対
し
感
謝
す

る
と
共
に
、
今
後
の
里
仁
地
区
の
発
展
を
願

い
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

百
年
事
業
は
平
成　

年
に
事
業
委
員
会
を

１７

組
織
し
、
記
念
碑
（
里
仁
寿
の
家
敷
地
内
）

建
立
、
記
念
誌「
里
仁
為
美
〜
さ
と
は
じ
ん
な

る
を
よ
し
と
な
す
〜
」は
、　

章　

頁
に
わ
た

１３

１００

り
、
百
年
の
歴
史
を
綴
る
と
共
に
、
地
域
住

民
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。　

『
里
仁
為
美
』

開
拓
百
年
を
祝
う

11／5

　

安
全
・
安
心
な
上
富
良
野
産
の
「 
紫
苑 
米
」

し
お
ん

の
Ｐ
Ｒ
と
地
産
地
消
の
促
進
拡
大
を
図
る
た

め
、
上
富
良
野
町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
で

は
、
各
種
の
取
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
帯
広
市
の
百
貨
店
前
で
炊
き

１０

１４

立
て
お
に
ぎ
り
1
千
個
を
来
場
者
に
振
る
舞

い
紫
苑
米
の
Ｐ
Ｒ
を
。　

月　

日
に
は
、　

１１

２５

ＪＡ

ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所
で
地
域
住
民
約　

名
２００

が
参
加
し
、
紫
苑
米
の
お
に
ぎ
り
、
地
元
産

野
菜
で
作
っ
た
ギ
ョ
ー
ザ
、
か
み
ふ
ら
の

ポ
ー
ク
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
、
地
元
産
食

材
に
よ
る
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

11／25

地
元
産「
紫
苑
米
」の

販
売
促
進
と
地
産
地
消
を

　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
地
域
住
民

約　

名
が
参
加
し
、
富
良
野
地
方
自
衛
隊
協

800
力
会
主
催
の
防
衛
講
話
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
元
陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
総
監
、

第　

代
上
富
良
野
駐
屯
地
司
令
の
野
中
光
男

２１
氏
を
招
い
て
、『
わ
が
国
周
辺
国
の
ミ
サ
イ
ル

の
現
状
』
を
テ
ー
マ
に
、
北
朝
鮮
や
中
国
、

ロ
シ
ア
な
ど
周
辺
国
に
お
け
る
具
体
的
な
軍

事
力
の
説
明
や
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
重
要
性
と

そ
の
防
衛
に
お
け
る
決
断
の
時
間
的
猶
予
が

な
い
問
題
な
ど
、
専
門
知
識
か
ら
緊
張
感
が

漂
う
国
際
情
勢
も
含
め
講
話
さ
れ
ま
し
た
。

わ
が
国
周
辺
国
の

ミ
サ
イ
ル
の
現
状
と
題
し

11／13

　

商
工
会
青
年
部
で
は
、
今
年
で
創
立　

周
40

年
を
迎
え
、
歴
代
青
年
部
長
や
青
年
部
Ｏ
Ｂ

達
約　

名
が
集
い
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
が

120

開
催
さ
れ
、
記
念
誌
も
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
金
子
青
年
部
長
か
ら
「
高
度
経

済
成
長
期
中
で
あ
る
昭
和　

年
に
青
年
部
が

４１

結
成
さ
れ
、
先
輩
諸
兄
の
活
躍
に
よ
り
バ
ブ

ル
崩
壊
な
ど
幾
度
の
変
遷
を
経
て
現
在
に
至

る
中
、
今
後
も
地
域
振
興
に
寄
与
す
べ
く
邁

進
し
、
地
域
の
魅
力
を
存
分
に
活
か
し
て
地

域
の
牽
引
者
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
」
と
挨

拶
。
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
と
活
躍
を
。

商
工
会
青
年
部

創
立　

周
年
を
迎
え
て

４０

10／21
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�

健健康康かかみみふふららのの２２１１

健康づくりのための

簡単レシピ
�

材料〔4人分〕
　大豆水煮缶 ………………… 100g
　人　参 ………………………   50g
　ごぼう ………………………   40g
　生しいたけ …………………   20g
　ゆで竹の子 …………………   40g
　さつま揚げ …………………   50g
　本だし …………………… 小さじ2杯
　砂　糖 …………………… 大さじ1杯
　みりん …………………… 小さじ2杯
　しょう油 ………………… 大さじ1杯

Ｐｏｉｎｔ
最近煮物は家庭でもあまり作られなく
なっていますが、身近にある材料で手軽
に作ることができます。ヘルシーだけ
ど、たんぱく質、食物繊維が豊富に摂れ
て、子ども達には 咀嚼 の練習にもなりま

そ し ゃ く

す。

塩　分食物繊維脂　質たんぱく質エネルギー１
人
分 1．0 g3．0 g2．2 g5．9  g86 kcal

■ 問い合わせ ■
中央保育所
��2074

作り方

�大豆水煮缶はザルにあけ、水
気をきっておく。

�他の材料は1～1.5cm位の角切
りに切る。

�鍋に水（またはだし汁）と各
調味料を入れ、�と�の材料を
入れて強火で煮込む。

�材料に火が通り煮立ってきた
ら、弱火にして全体に味が染み
込みように煮込む。

　町民の皆さんが、日ごろ考えている
さまざまなご意見やご質問などを、町
民ポスト(町内8か所)、ファックス、Ｅ
メールなどでお寄せください。

総務課 情報管理班  ��６４００　��5362

Ｅメール　johohan@town.kamifurano.lg.jp

町民ポスト町民ポスト

(役場、かみん、町立病院、社会教育総合センター、
公民館、駅、郵便局、コミュニティプラザ中茶屋)

　新年の幕開けを祝う年越し恒例イベント『北の
大文字』を日の出公園で開催します。
　上富良野神社で採火した御神火を日の出公園
の斜面に描いた「大」の文字にカウントダウンと
同時に点火。花火も打上げ新年の幕開けです。
　皆さん、御神火リレーランナーとして、おごそ
かな夜の演出に参加しませんか？
　ご家族、お友達での参加をお待ちしています。

　※御神火リレーランナー以外にも、ご協力、ご支援
　　いただけるスタッフを募集中です。

○日時　12月31日23時30分～元旦未明まで
○場所　上富良野神社をスタートして、
　　　　日の出公園の会場までリレーします。
　   （※23時15分に上富良野神社に集合ください）
○服装　温かい服装（防寒着）、手袋など
　   （※法被は事務局で用意します）
○問合せ先　北の大文字実行委員会
　　　　　　（事務局：商工会内��2191）　

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななのののののののののののののののののののののみんなの
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板伝言板

問合せ：総務課情報管理班問合せ：総務課情報管理班

第20回北の大文字
御神火リレーランナー募集！

御神火リレーランナーが点火に御神火リレーランナーが点火に
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　資源エネルギーの大量消費が地球の温暖化を招
き、世界的な規模で災害を引き起こしているとい
われています。生涯にわたって全ての人が考えて
いかなければならないのが『環境問題』です。
　本町では大正１５年の十勝岳大爆発から今年で８０
周年を迎えることから、当時の様子やその後の防
災対策、町や農業の復興などについて、写真展示
やお話を聞く会などの催しがあり、児童にとって
故郷について学習する機会が持てたことは、大変
有意義だったと思います。
　身の周りの環境や自然と人と
の関わりなどについて、興味・関
心を呼び起こす体験を伴なった
教育活動が重要視されています。
　十勝岳と上富良野町、町内を流
れる川や植生、基幹産業など直接体験を通して学
ぶ教材は豊富にあります。
　身近な地域の環境に目を向け、意欲的に関わる
態度を育てる教育の役割はますます大きくなって
います。
　学校で学んだことを基礎に、自分が住んでいる
故郷をもう一度見直すことを通して、社会環境に
も視野を広げていってほしいと願っています。

『環境に目を向ける』

上富良野西小学校長   秋 山  芳 子

� 広報かみふらの 2006.12

　先月号の渡辺さんからめぐって、桑原さんに
お逢いしました。
　『渡辺さんとは、水道の検針業務で家に伺っ
た際に知り合いました。町内の各家屋を検針業
務で伺い12年になります。多くの方々と知り合
う機会も多く、ついつい長話をしてしまう事
も。渡辺さんが同じ丘町に転居されてからは、
より親しい付き合いに。渡辺さんの奥さんが東
京と上富良野町を行き来している事もあり、よ
く自宅に誘ってご飯を一緒に食べています。趣
味も高山植物が好きで同じなのですが、カメラ
の趣味は無いので…。他にも住民会のメンバー
と毎週ミニバレーで運動をしています。これか
らの季節は、寒くなり雪も積もるので、バイク
での検針業務で事故やケガをしないように心掛
けています。また、検針業務は毎月15日～16日
程度なので、休みの日には、妻と２人で飲食店
などのグルメ巡りをして楽しんでいます。』

 桑 原 　   保  さん
くわばら  たもつ

昭和１６年生まれ
丘町１丁目

11月号の答えは『キカクザイセイ』でした。

②不要な育児用品は、『○○○クル』
しています。子育て支援センター
に、ご連絡を。
⑤新春を迎える『町民新年○○○○
会』は、1月5日に開催します。
⑦12月に町議会第4回○○例会を開
催しますので、ぜひ傍聴を。
⑧防犯用の目的で玄関などに取り付
けられます。特殊ガラスの○○ッ
クミラー。
⑨特殊教育から○○○○○○○教育
への転換を。
⑪露天風呂など入浴後に体をこれで
ふきます。バス○○ル。
⑫長い休暇を利用して行う旅行。
⑮1月7日に行います。恒例の消防出
初○○。
⑯11月13日に上富良野駐屯地の現状
規模堅持の○○○○○大会が行わ
れました。

①現在・○○・未来。
②その人が経てきた学業・職業など。
　○○キ。
③今年も12月に実施しますので、募
金のご協力をお願いします。○○
○○○○○アイ。

④1月7日にかみんの会場で20歳のお
祝いを行います。

⑥傷口などが脈打つように痛む。ず
きずき痛むこと。

⑦原則として立てている方針。表向
きの考え。タ○○○。

⑨期間を限り、特別に安い値段で品
物を売ること。○○○イ。

⑩とてもおいしいです。上富良野産
の『○○ン』米。地産地消を。

⑬地方の町村の人口が他に流出して
異常に少ない様子。

⑭落語口演会に出演？落語家の最高
階級の方。シ○○チ。

⑮各季節ごと。○○折々の風景が吹
上露天の湯から望めます。

ヨコのカギタテのカギ

 を並べてひとつの言葉をつくりま
しょう。

今月号の答えは、1月号に掲載します。

④③②①

⑦⑥⑤

⑧

⑩⑨

⑪

⑮⑭⑬⑫

⑯
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保健福祉総合センターかみん
（大町２丁目８番４号）
保健福祉課　��６９８７　��５７８８
地域包括支援センター　��６５３３
社会福祉協議会　��３５０５　��５499

検診料対　　象日　　程種　　類

　６９歳以下  3,700円
　７０歳以上  1,850円

子宮がん
２０歳以上の女性

乳がん
４０歳以上の女性

２月７日（水）
旭川がん検診センター

７：１０ 出発
（バスで送迎）

子宮がん・乳がん
同時検診

　６９歳以下  1,500円
　７０歳以上     ７５0円

３０歳以上の方

２月１４日（水）
　６：００～６：３０
　７：００～７：３０
　８：００～８：３０
　９：００～９：２０

胃がん検診

　６９歳以下  1,000円
　７０歳以上     500円

４０歳以上の方
２月１４日（水）
　６：００～９：００

大腸がん検診

　※７０歳以上は、昭和12年４月１日以前生まれの方です。

問合せ・申込み
　保健福祉課　��６９８７　がん検診

１月 ３１ 日（水）に献血車「ひまわり号」が来町しますので、
多数の方のご協力をお願いします。

◇１０：００ ～ １０：４５　ふじスーパー駐車場
◇１１：００ ～ １２：００　スーパーダイイチ駐車場
◇１３：００ ～ １４：３０　役場正面玄関前
◇１４：４５ ～ １６：００　ＪＡふらの上富良野支所駐車場

◇献血のお知らせ◇

お知らせします
－かみん施設の年末年始－

○浴室、プール、施設の休止期間

　１２ 月 ３０ 日（土）から　１月６日（土）まで

　※１月７日（日）からは、かみんプール（左ページ）教室開
　　催スケジュールにより実施しますので、ぜひご利用くだ
　　さい。
　※保健福祉相談窓口業務については、年末年始期間中の
　　１月５日（金）に臨時開庁（８時３０分～１７時）しますので
　　ご利用ください。

� ���������������� � �������������
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教室開催スケジュール
1月7日～3月31日ププーールル

日土金木水火月

一般利用

一般利用　（10時～10時20分　流水タイム）９時～１0時３0分

一般利用かんたんアクア
（40分）

ヘルスアップ
（60分）

燃焼ウォーク
（40分）

ヘルスアップ
（60分）

はじめの一歩
（40分）１0時３0分～

一般利用　（14時～14時20分　流水タイム）１2時～１4時３0分

一般利用

はじめの一歩
（40分）

燃焼ウォーク
（40分）

脚力のすすめ
（40分）

かんたんアクア
（40分）

ヌードルエクサ
（40分）

月曜・昼筋
（30分）１4時３0分～

一般利用１6時～１9時

よくばりアクア
（60分）

ヘルスアップ
（60分）

アクアビクス
（45分）

ヘルスアップ
（60分）

メンズエクサ
（40分）

脚力のすすめ
（40分）１9時～

一般利用　（20時～20時20分　流水タイム）２0時３0分まで

かかみみんん

こんな方に向いてます★指数教室内容教室名

初めての方、高齢の方★1歩き方、姿勢、呼吸法などウォーキングの基本を身につけよう！はじめの一歩

楽しくウォーキングをしたい方★2ヌードルやビート板を使い、音に合わせて筋トレ＆ステップ！ヌードルエクサ

引き締まった体を手に入れたい方★3脂肪燃焼には欠かせない「筋肉」を鍛えよう！○曜・○筋

アクアビクス入門編★3アクアビクスの基本を身につけよう！…でも、しっかり動くと結構キツイかも�かんたんアクア

脚力をつけたい方★4歩いて走って…陸で大変な動きでもプールなら楽に�できることも。脚力のすすめ

効率よく脂肪燃焼したい方★4休みを少なく！呼吸をしっかり！程よい強度で有酸素運動！これでマイナス？kg燃焼ウォーク

アクアビクス上級編★5音に合わせて体を動かす！動かす！楽しく大きく動けば今日の主役はあなたデス�アクアビクス

体力に自信のある方★5「ウォーキング」「筋トレ」「アクアビクス」全てをこの時間に！男性もぜひよくばりアクア

男性のみの教室デス★5体を引き締めたい！または、自分を追い込みたい！という男性はこの教室へ！メンズエクサ

参加者限定の教室デス－水中運動で内臓脂肪を退治していつまでも健康に！ヘルスアップ

教室について－注意事項－
・各教室の受付は、当日の教室開始１０分前から5分前までの時間に、プール受付にて行います。
　（定員を超えた場合は、抽選になることがあります）

・各教室の定員は２０名です。「定員を超えた場合」「教室途中からの参加」など参加できない場合があります。

・「この教室に来週も参加したい」という方は、次週の教室の『優先予約』が取れます。
　予約期間は、参加希望教室開始の３日前から前日まで、予約定員は１０名です。
　詳しくはプールスタッフにお尋ねください。継続希望の方は優先予約を利用すると大変便利です！
　（ご注意：電話予約や本人以外の予約はできません。指導員又はプールスタッフまで直接お越しください。）

・「流水タイム」は、毎日時間内でフローマシンをご利用いただけます。開催時には１コース使用することにな
　りますので、ご了承ください。
　なお、日曜日の流水タイムは14時00分からの1回のみですので、ご注意ください。

【★指数とは…】
　★指数1～5段階で、運動量の大きさ、負荷量を表しています。
　★指数1は、運動量が非常に少ないので、体へ負担なく参加できます。他教室や運動をしている方には物足りない？かも
　★指数5は、運動量が大きく、体を一層鍛えるには最適です。
　★指数を参考にしながら、自分にあった教室へ申し込みください。
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国　民　年　金国　民　年　金 年金を受けている皆さん！こんな時には、こんな手続きを

国民年金を受け取るためにも、保険料をきちんと納めましょう。
旭川社会保険事務所（国民年金ダイアル）�０１６６�１６１１、町民生活課住民窓口班　��６９８５
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業
務
で
は
、
5
日（
金
）に
臨

○住所や支払機関を変えるとき
　住所や支払を受ける金融機関を変えるときは、『年金受給権者住所・支払機関変更届』を提出してください。
　

○年金証書をなくしたとき
　年金証書を破損したり、汚したり、なくしたときは『年金証書再交付申請書』を提出し、年金証書の再交付を
　受けてください。
　

○氏名が変わったとき
　結婚や養子縁組などで氏名が変わったときは『年金受給権者氏名変更届』を年金証書とともに提出してください。
　住民票などが必要な場合がありますのでお問い合わせください。
　

○誕生日がきたとき
　12月生まれの方から現況届の提出は原則不要となりました。
　ただし、次の方はこれからも現況届や必要書類を提出してください。
　（※提出が必要な届出は社会保険業務センターから受給者の皆さんへ送付されます）
　①住民票コードが確認できない方
　②外国籍（外国人登録）の方
　③外国に居住している方
　④加給年金額を受けている場合は『生計維持確認書』
　⑤障害の程度の確認のために『診断書』
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9日
（火）

8日
（月）

7日
（日）

6日
（土）

5日
（金）

4日
（木）

3日
（水）

2日
（火）

元旦
（月）

31日
（日）

30日
（土）

29日
（金）

休み休み※１休み休み役　場

休み休み教育委員会

※２※２休み休み社会教育総合センター

※３※３※３※３休み休み日の出スキー場リフト

休み休み図書館、公民館、郷土館

休み休みかみん(プール、施設)

休み休み※１休み休み保健福祉課

休み休みクリーンセンター

休み休み※４休み休み町立病院

休み休み東児童館、西児童館

休み休み子どもセンター

休み休み※５中央保育所、西保育所

休み町営バス(十勝岳線)

休み休み町営バス(上記以外の路線)
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各公共施設の年末年始のお知らせ

（※1）戸籍、国民健康保険、国民年金、税務、上下水道、保健福祉相談に関する窓口
　　　　業務について、1月5日（金）8時30分～17時まで、臨時開庁します。
（※2）1月4日（木）～5日（金）は、9時～16時までの利用時間になります。
（※3）1月2日（火）～5日（金）は、9時～16時までのリフト運行になります。
（※4）1月4日（木）は、8時30分～16時（受付時間）まで、通常診療します。
（※5）12月30日（土）は、17時30分までの保育になります。
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町へ
◎橋本光子さん（基線北27号）から
町に役立ててくださいと、3万円
を
◎三好隆男さん（丘町3丁目）から
町に役立ててくださいと、5万円
を
◎向山久枝さん（東4線北22号）か
ら社会福祉事業推進のために、3
万円を
◎公民館友の会から図書館図書購
入資金として、1万円を

ラベンダーハイツへ
◎立松慎一さん（西6線北32号）か
ら入所者用に白菜18個、キャベツ
2個、大根13本を
◎吉河典英さん（旭町1丁目）から
入所者用にポータブルトイレ1台
を
◎立松慎一さん（西6線北32号）か
ら入所者用にキャベツ7kg、白菜
10kg、じゃが芋20kg、大根 8kgを
◎中央婦人会から入所者用にタオ
ル88枚を
◎ＪＡふらの女性部上富良野支所
から入所者用にティッシュペー
パー 25箱、タオル144枚を

社会福祉協議会へ
◎佐々木一男さん（扇町1丁目）か
ら母・スエノさんの死去に際し、
3万円を
◎菊地信一さん（細野農場）から母・
ヒサイさんの死去に際し、5万円
を
◎伊藤里美さん（東5線北24号）か
ら父・武三郎さんの死去に際し、
10万円を
◎上富良野町技能士会から福祉に
役立ててくださいと、6，666円を

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広報誌に掲載されている写真は、
希望者に差し上げています。

ご希望の方は、ご連絡ください。

総務課 情報管理班
��６４００

� ～余震について～

　一般に大きな地震が発生すると、その近くで最初の地震より小さな地震が続発
します。最初の地震を本震、それに続く地震を余震と呼びます。
　余震は、本震で破壊された領域（震源域）とその周辺で発生し、その起きた場
所を余震域と呼びます。（図1）
　また、余震の中で一番大きなものは最大余震と呼ばれます。
　余震には一般的に次のような特徴があります。
（１）余震の数は本震直後に多く、時間と共に次第に少なくなっていきます。　　
　　（図２）
（２）規模の大きい余震は少なく、規模が小さい余震は多く発生します。
（３）最大余震のマグニチュードは、平均してみると本震のマグニチュードより
　　　１程度小さくなります。
（４）最大余震は多くの場合、内陸では本震から約３日以内に、海域ではこれよ
　　　り長く約10日以内に発生する傾向があります。
（５）大きな余震は、余震域の端とその周辺で起きやすい傾向があります。
（６）大きな余震による揺れは、場所によっては本震の揺れと同じ程度になるこ
　　　とがあります。

　このような特徴をもとに気象庁では、大きな被害をもたらすような余震の発生
が懸念される場合、余震に関する情報を次の内容で公表（報道への発表、気象庁
ホームページへの掲載）します。
　☆過去の地震と比べてどうか？
　☆現在の余震の状況はどうか？
　☆どのくらいの期間警戒すべきか？
　☆最も大きい震度はどの程度になるか？
　☆どのようなことに気を付けるべきか？
　また、参考資料として、ある時点から３日間以内に起きる大きめの余震の発生
確率（おもに特徴の（１）・（２）から推定）が公表されます。

日本は世界有数の『地震』多発国です
余震の情報を上手に利用しましょう

図１　北海道南西沖地震の余震分布図
（Ｍ２以上、深さ60km以浅、1993年7月12日～8月31日）

図２　北海道南西沖地震の日別余震回数

問合せ先　旭川地方気象台防災業務課�0166�6381

町職員人事（12月1日付）
　

　▽行政改革推進班主幹兼広域行政
　　担当主幹（行政改革推進班主幹）

　　　坂 弥　雅 彦
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編集後記

■２００６年戌年は、どんな１年でした
か。自治体の財政破綻や汚職など、
「上富良野町は大丈夫ですか」と電
話をいただくことが増えています。
決算概要からも町の台所事情は厳し
い状況です。今年から広報１月号は
１２月２５日に発行します。年末に皆様
のお宅に届きますように！（すずき）

■来年度予算のため、職場内で今後
の広報のあり方を議論しましたが、
この１年自分の仕事を振り返ると、
『確固たる軸』がないまま来たよう
で、反省ばかりが…。ここでリセッ
トし新たな気持ちで。広報事業への
皆さんからのアドバイスを心からお
待ちしております。（はやしした）

満開のエンジェルトランペット満開のエンジェルトランペット
久保秀雄さん宅の庭(南町３丁目)久保秀雄さん宅の庭(南町３丁目)

●人のうごき●
平成１8年11月30日現在

(　)は前月比

(＋5)12,407人人 口
(＋8)６,334人男
(－3)６,073人女
(－8)5,393世帯世 帯

� 広報かみふらの 2006.12

高
田
幼
稚
園

『折り紙制作ペンギン』

『旭山動物園でペンギンさん
を見たよ！』と２匹のペンギン
さんをかわいく折りました。
雪の結晶の模様も素敵です
ね！
　　　　　　　　（寺田先生）

 仲島    柚月
なかじま

     ちゃん
ゆづき

（平成12年生まれ・本町1丁目）

『早く雪が降らないかなぁ』と
楽しみにしながら作りました。
ペンギンのぱっちりした目も
かわいいですね!

　　　　　　　　（楠野先生）

 西村   和真
にしむら

     くん
かずま

（平成12年生まれ・北町2丁目）

『折り紙制作ペンギン』

さくらは、歌う事が好きで時々自分
で作った歌を歌ったり。亮太朗は、
ハイハイをし、何でも口に入れて遊
ぶ毎日。さくらは、弟の面倒を良く
見てくれ２人仲良く遊んでいます。

　おおむね２歳から就学前のお子
さんを「わが家のアイドル」コー
ナーに掲載しませんか？自薦・他
薦を問わず、募集しています。

総務課 情報管理班　��６４００

上富良野に来て２度目の冬を元気に
過ごしています。雪遊びも大好きな
美来。今は、暖かい家の中での「よう
ちえんごっこ」がマイブーム。とても
内気で、はずかしがり屋の４才です。

 大久保   美来
お お く ぼ

    ちゃん （4歳1か月）  
み く

賢和さん･智江さんの子（旭町2丁目）

直之さん･梨乃さんの子（新町4丁目）

 大杉   亮太朗
おおすぎ

     く
ん ・さくらちゃん

りょうたろう

 　　　　 （11か月） ・ （4歳3か月） 
倍本浄水場・浄化センター見学会倍本浄水場・浄化センター見学会

西小学校４年生（11月6日）西小学校４年生（11月6日）
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　　　　　一般書一般書　　　　　　
・殺人の四重奏　　　　　　　　   藤本 ひとみ
・剣客同士                       　　　　鳥羽 亮
・春のワルツ　　　　　　　       　キム・ジョン、ファン・ダウン
・六地蔵河原の決闘   　　　　　　佐藤 雅美
・邪魅の雫                    　　　　　京極 夏彦
・天下布武 上・下　　　　　　  　安部龍太郎
・中原の虹 第１巻         　　　　　浅田 次郎
・鳥がとまるほど　　　　 　　　  唯川 恵
・異常気象売ります 上・下 　　 　シドニィ・ジェルダン
・あなたに逢えてよかった             新堂 冬樹

　　　　　　　　　児童書児童書　　　　　　
・にんタマのドキドキハラハラばけ寺たんけん！　 ポプラ社
・だれも知らないサンタの秘密 　　　　　　    あすなろ書房
・ゴットンくんだいすき 　　　　　　　　　               学研
・魔女のワンダは新入生      　　　　　　　  　 　 小峰書房
・ようこそクリスマス                                               講談社
・はなかっぱとグチャットン　　　       　メディアファクトリー
・おほしさま        　　　　                               　教育画劇
・おいしいありがとう                                    フレーベル館
・うちゅういちのタコさんた        　　　　　　　　 国土社
・みつばちバジーちゃん 　　                                   偕成社

～ 12月の新刊書案内～

ふふれれんんどど通通信信
－上富良野町図書館－

問合せ　��3158　　��3562　

開館時間
10：00～18：0０（月曜日・祝日は休館）
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　月日が経つのは早いもので、今年も残すところあとわずかとなりました。
　子ども達には「クリスマス」大人の方々には「忘年会」など、あわただしい中にも1
年を省みて、新しい年を迎える準備やイベントが盛りだくさんな季節となりました。

　図書館では、展示コーナーを一転し、「手作りケーキの
作り方」の本や忘年会で楽しめるゲームの本、クリスマス
絵本などこの季節にピッタリの本を取り揃えて展示して
います。
　特に手作りケーキは親子で楽しく挑戦できます！またクリスマスプレンゼントに
も可愛い絵本！きっと子ども達の心に残る１冊の絵本となることでしょう。
　ぜひ一度図書館「ふれんど」へ足を運んでみてください。お待ちしています！

　図書館では健診や児童館、学校、図書館などで読み聞かせをしていただける方を募集しています。

　近年、子どもの読書ばなれや、文字・活字ばなれが騒がれていますが、絵本や本を読むことは子ども達の想像

力や表現力を育み豊かにするとてもすばらしいことです。

　子ども達が自然とその習慣や機会を得るために、まず大人自らが本を読む

姿を見せ、絵本の魅力や素晴らしさを伝えていくことが必要です。

　家庭において、ほんの少しでも子どもと親が絵本や本を通じて向き合う時

間を持つことにより、本に親しんだり、コミュニケーションが増え、親子の

関係が深まっていくことと思います。まずは、親がはじめてみようとする第

一歩を踏み出せるように、そのきっかけづくりとして読み聞かせをしていた

だける方を募集しています。経験は問いません。

　詳しいことは、図書館「ふれんど」までご連絡ください。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボラララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募「読み聞かせボランティア募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！集」！ 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館でででででででででででででででででででで一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒緒にににににににににににににににににににに読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみまままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか～図書館で一緒に読み聞かせしてみませんか～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

  ククククククククククククククククククククリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリススススススススススススススススススススママママママママママママママママママママススススススススススススススススススススっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててて？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？クリスマスって？ イエス＝キリストの誕生を記念する祝日です。１世紀から４世紀にかけて古代
ローマでは毎年冬至を祝日とし、１２月２５日に盛大なお祭りが行われていました。キリスト教で
も神やキリストを光や太陽にたとえる習慣があり、３２５年ニカエア公会議でキリストの誕生日を
１２月２５日と決め、教会で祝うことになりました。以来キリスト教が世界に広まるとともに、１２月
２５日をクリスマスとし、その前夜のクリスマスイブをお祝いする習慣が広まりました。
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生涯学習情報

問 合 せ ・ 申 込 み
社会教育総合センター

��5511

1月1日～1月1日～　　
2月28日まで2月28日まで 参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参加レンダー

かみふらの雪合戦大会　　　　　　　�日  　2/
４４ 日日成人式　10時30分～   　　　　　　　　   �か  1/

７７ 日日
津市との交流   （津市へ訪問）12～ 15

小学生スキー宿泊交流会   日高町27～ 28

　 住民会対抗ソフトミニバレーボール大会   �社 2288 日日

雪合戦体験教室及びＣ級審判員講習会　   �社 29 月

第18回住民会対抗
ソフトミニバレーボール大会

　住民会の交流・親睦を図るため
ソフトミニバレーボール大会を開
催します。
　地域の皆さん、チームを作って
参加してみませんか。

と　き　平成19年1月28日（日）
             開会式　午前8時～
ところ　社会教育総合センター・   
             上小体育館
参加料　無料
申込み　地域スポーツ推進員を通
　　　　じてご案内しますので、　
　　　　住民会ごとに申し込みく
　　　　ださい。

祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
  　と　き　 平成１９年１月７日（日）
　　　　　   受付：午前10時～ 式典：午前10時30分～
  　ところ 　保健福祉総合センター「かみん」

　『20歳』という子どもから大人への人生の節目をお祝いします。
　特別イベントとして、木村善幸氏の和太鼓演奏を行います。
　対象は昭和６１年４月２日から昭和６２年４月１日に生まれた方です。

　以前上富良野町に住んでいて、現在は町外に住んでい
る方も、上富良野町成人式に出席することができますの
で、希望される方は申し込みください。
　また、保護者や一般の方も入場し、参列してお祝いして
いただくことができます。
　詳しくは、社会教育総合センター��5511までお問い
合わせください。

�社   … 社会教育総合センター
�日   … 日の出公園
�か   … かみん
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   11月18日（土）上富良野小学校体育館で、小学
校３年生から中学生までの51名が参加し、バドミ
ントン教室が開催されました。
　講師にアトランタオリンピックに出場した宮村
愛子さんを招き、バトミントンの基本とミニ講話
等を交えながら、直接指導により開催しました。
　この教室は、子どもの体力向上キャンペーン平
成18年度スポーツ選手ふれあい指導事業として、
文部科学省と日本体育協会が主催し、豊かな経験
や卓越した技術を基に指導を行い、子どもの体力
向上を目的に行いました。
　教室の中では、シャトルを使って、サッカーや野球の要素を取り入れた、楽し
みながらできる基礎トレーニングを行ったり、またゲーム形式で宮村さんのプ
レーを目のあたりにして、ラケット技術やレベルの高さに子どもたちは真剣に

見入っていました。
　教室に参加した桐生未来さん（上中１年生）にお話を聞
きました。 
「宮村先生の指導はわかりやすく、とても楽しく参加でき
ました。現在、中学校にはバドミントンの部活はないけれ
ど、これからも続けていきたいですね。」

　天体観測サークル
　　『ぷら☆すたー』
　　観測会のお知らせ！
　12月の観測会の開催日をお知らせし
ます。
　たくさんの方の参加をお待ちしてい
ます。

観測内容会場日時

国旗掲揚塔を利用
し、太陽と地球の
距離を測ります。

社会教育
総合セン
ター

12月17日(日)
午前10時～11時

太陽黒点観測

※外での観測となりますので、暖かい
　服装でお越しください。
※悪天候の場合は、中止します。
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　１１月１１日（土）公民館大ホールで「食は家庭から」と題して、文化講演会が開催されました。
　食をテーマに講演会が開催されるのは今年で２回目、講演会に引き続き地元産の農作物を使った１４品
目の料理が用意された試食会も開催されました。
　講演会は、講師の高田幼稚園園長増田修一氏が「六つのこ食」を紹介し、「こ食」は心と体に対する赤
信号の食べ方であり、また生活様式の変化により家族制が崩壊し、核家族に移行していく中で親から子
へと受け継がれていくべき「衣・食・住」の受け伝えが途切れ途切れの社会状況になっており、日本の
食文化が大きく変革していることを説いていました。
　試食会は、町内の農業女性団体の「旬ちゃん」が発起人となり、町内の農家、食品加工業者、旅館業、
飲食業を営む方々が協力し、実行委員会を組織して開催され、それぞれに趣向をこらした料理が提供さ
れました。
　当日会場には２５２名が訪れ、食に対する意識を高めるとともに、地元食材で作ったお米パン・スープカ
レー・漬物など多彩な料理の味を堪能していました。参加された方からは、「講演がとてもわかりやすく
て良かった」「試食はどれも素材がいかされて良かった」等たくさんの声が聞かれました。
　試食会の実行委員「旬ちゃん」のメンバーとして携わった工藤和子さん（東６線北１６号）にお話を聞
きました。

「私たちは、自分たちが生産する農作物が食品に加工され、食べるところまでの一連の行
為の中で、現代の生活スタイルにおいて「食」の摂りかたが乱れていることから、『食べ
ることの大切さ』を伝えることをテーマに取り組んでいます。
　『食を楽しむ試食会』に大勢の皆さんが参加され、食に関する意識の高さに驚くととも
に、皆さんが食べることで幸せな時間を過ごしていただけたと信じています。
　無事に終えることができ、ご協力いただいた皆さんや参加していただいた皆さんにお
礼を申し上げます。」

 ～食に関する文化講演会開催～


